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★建設業★  ～建設業法改正～ 働き方改革 

「経管」廃止、「監理技術者」専任緩和 等々検討中 

 

謄本を見ると、社長以外の取締役は就任して 3年です。 

「残念ですが、後 2年は頑張ってください。」 

 

そう常勤役員 5年以上「経営業務の管理責任者」、許可要件の「経管」

が廃止されるかもしれません。 

 

経 緯 

経管要件が若手後継者に経営を引き継ぐうえでの障壁になっている。と、判断したそうです。 

経管で担保していた許可業者の経営の安定性、労務管理能力は、許可要件に社会保険加入を追加

することで補う。ということだそうです。 

 

ちょっと心配 

経営者の高齢化だけではなく、現場も高齢化しています。国交省は、「できるだけ直雇を増や

してほしい。」といいます。いくつもの下請け構造では、実際の現場で働く人の処遇をアップで

きるわけありません。それどころか、新規許可を取得する人（建設業の経営を始める人）は、つ

い安値受注をするのではないでしょうか。  

当然ですが、限度を超えた安値では、よい施工、よいものはできません。結果、不利益をこう

むるのは、発注側、その建設物を使う側一般市民、というように見れて仕方ありません。 

 

それでなくても、建設業で働く人、技能者・技術者共に減少し、これから 5～10年の間に現在

ベテランの皆さんが超々ベテランとなられ現場を去っていきます。国交省では、「建設キャリア

アップシステム」の導入で、現場の技能者・技術者の処遇をアップするそうですが…どうかな。 
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そろそろ社長引退

したいんだけど～ 

建設キャリアアップシステム あちらこちらで話題に 

総会や安全大会が続く中、「この制度って本当にやるの？」 

「自由でしょう。うちは必要ないよね」等話題になっています。 

以前、建設業のマイナンバーとお伝え(勝手にそう思ったのです)しましたが、今は、現場のタイ

ムカードとお伝えしています。(笑)、さてこれからどうなるのか…見守りましょう。 
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★運送業★  ～安全運転の肝～ 追突防止セミナー開催しました 

5 月 24 日(木) G マーク対応 安全運転の肝 今年のテーマは～減らせ！『追突事故』～ 
運送業界の事故の原因の半数以上と言われる追突事故について、何とか減らしたい、減らすには、

「頑張る！ 気をつける！」以外の具体的ですぐにできる

方法を皆さんで検討して決めていただきました。 
 
今回は、夕方 5 時から 1 時間 事故の傾向や類型別推移、

DVD を見て、運送業界の今(働き方改革)を学びました。そ

の後、お弁当を頂きながら休憩と言いつつグループに分か

れて自己紹介です。食事もそこそこに（？）グループディ

スカッションに入りました。 

問題点抽出 ⇒  具体的対策 という手順です。 

まずは、社風です ⇒ 24時間営業、フレンドリーで仲がいい、家族みたい等 
どのような取組みをしてきた ⇒ 運行システム導入、24時間点呼、キッチンタイマー、給与明

細の裏に注意喚起、ミーティング 
 
途中を省略して  
 
 
 
 
 
 
  
 
皆さん立派に発表頂きました。 
よく、「人間は人から言われたことはやらないが、自分で言ったことはやる。」と言います。 
 

来月セミナーは、表示していますか？「運輸安全マネジメント」 

今年 4 月から、車両台数に関係なく「運輸安全マネジメント」の掲示が義務付けられました。 
安全方針に基づく目標…どうなっていますか？ 
目標達成のための計画…各活動項目に実施目標として開催時期(本当に？ いつ、誰が、どうする) 
 
日 時 6月 15日(金) 14：00～17：00 

場 所 牟田事務所セミナールーム        

「取り組みやすい実施計画」をたくさん取り揃えてお待ちしております。 

今後何をしたい、何をする 

・週 1回ミーティング(ヒヤリハット等共有、事故防止の場) 

・デジタコ速度管理(燃費改善率により表彰する) 

・点呼の目的に「追突防止」(丁寧な点呼を心掛ける、表情、言動大切) 

・6か月に 1回安全運転講習会(安全会議で効果のある講習会を検討する) 

6月は午後開催です 

時間をお間違え無く(^^♪ 

ご参加の皆さん！ 自社の「安マネ」ご持参ください。一緒に見ようよ(^^)/ 



★産業廃棄物★ 

6月は「産業廃棄物の適正処理に係る指導強化月間」です。 

毎年 6 月と 11 月を産業廃棄物の適正処理に係る指導強化月間と定め、処理業者及び排出事業者

への立入検査やパトロールを行っています。 

 

昨年 11 月は食品廃棄物の不適正処理事案の再発防止対策のひとつとして、食品廃棄物の排出事

業者に対する立入検査を重点的に行うなど、立入検査や不法投棄パトロール等を 527件行い、判

明した不適正な事案 45件に対し、文書による指導がありました。 

 立 

入 

件 

数 

指導件数 

行政処分 行政指導 計 

改善命令 改善勧告 指示書 指導票 
 

排出事業者 122(88) 0 1 2 16 19 

 うち食品廃棄物の排出

事業者 
40(14) 0 0 0 6 6 

処 

理 

業 

者 

収集運搬業者 79(108) 0 1 0 3 4 

中間処理業者 103(153) 0 1 0 4 5 

最終処分業者 15(17) 0 0 0 1 1 

 保管場所・不法投棄・野

焼きパトロール等 
208(235) 0 1 9 6 16 

 合 計 527(604) 0 4 11 30 45 

( )は前年 11月の実績 

総合的に見て立入指導は減りましたが、排出事業者（特に食品廃棄物の排出事業者）への立入件

数が大幅に増えています。排出事業者への立入を強化した分、処理業者への立入やパトロールの

件数が少なくなったようです。 

 

行政指導の内容を見ると、やはり保管基準の遵守指導が No.1！！次いで委託契約書やマニフェス

トの管理状況、不法投棄や不適正保管の撤去指導があります。 

積み替え保管や中間処理を行っている事業者さん、今一度レイアウトを確認してください。保管

場所の変更は届出が必要です。変更をお考えの際は牟田事務所へご連絡ください。 

 

うちは産廃業じゃないから・・・と思っている排出事業者さん！！ 

産業廃棄物の処理責任は排出事業者さんにあります。マニフェストは適正に発行していますか？

委託先の許可内容の確認、処理施設の現地確認はしていますか？今年の 10 月からは排出事業者

による現地確認の規定が強化されます。ついでに、頑張って「優良認定」取りませんか？ 

ご不明な点は、いつでもご連絡ください。 



★届出いろいろ★ 

建設業 

3月決算の事業者様 建設業事業年度終了届の時期です。 

株主総会、税申告も終了されホッと一息でしょうか。 

税申告の後は、建設業の終了届です。 

ご案内を差し上げているところです。役員・技術者さん等の変更も

あればご連絡をお願いいたします。 

 

運送業 

3月決算の事業者様は、事業報告と実績報告を提出です。 

期限は 7月 10日まで、実績報告は決算に関係なく 7月 10日までに届けましょう。 

こちらも役員の変更等がありましたら一緒に「変更届」もお出しします。 

 

産 廃 

「変更の日から 10日以内」～車両の変更は 10日以内です。これまで困っていた「役員変更」は、 

“登記事項証明書の添付が必要な変更届出事項”に該当しますので、昨年 5月から提出期限が 30

日以内に改正されました。しかし、新たな役員就任の場合は、証明書類等の取り寄せも必要とな

りますので、早めにご連絡をお願いいたします。 

 

その他 

そのほか、建築士事務所や宅建、労働者派遣等の許可をお持ちの場合、必要に応じて届出が必要

ですね。お忘れなく 

 梅雨の時期  これからジメジメ、ちょっと憂鬱な梅雨の時期です。 

何となくからだがだるかったり、気持ちがすっきりとしない時もあります。 
からだの中に水分が溜まっていることが原因ということもあるそうです。 
 

対策 
「夏野菜」キュウリなどは、体の熱を下げると言われますし、利尿作用でからだの水分を輩

出することもでき、むくみもとってくれるそうです。「快眠」、と言ってもそう簡単にはいき

ませんよね。時間はあっても、ちょっと気になることがあったりすると、夜中に何度も目を

覚まして、朝起きるのが辛かったりして…。生きていくって大変です！ 
 

気持ちスッキリ 

人手不足や新しい人の入社、人事異動等 世の中慌ただし過ぎるかなぁ… 
物事が正しく伝わっていないと、大変なストレスですし、トラブル大きな事故の元 
報告・連絡・相談 難しいかもしれませんので、こちらから「確認」を加えてみてはいかが

でしょう。ちょっとした心配りで安心、せめて気持ちくらいはスッキリしたいですね。 


